
1 

症 例 報 告

ク リ オ グ ロ ブ リ ン 血 症 に 対 し て レ ナ リ ド ミ ド ・ デ キ サ

メ サ ゾ ン 併 用 療 法 が 有 効 で あ っ た 多 発 性 骨 髄 腫

谷 口 広 明 、 今 泉 芳 孝 、 牧 山 純 也 、 安 東 恒 史 、

澤 山 靖 、 今 西 大 介 、 田 口 潤 、 対 馬 秀 樹 、 波 多

智 子 、 宮 﨑 泰 司

長 崎 大 学 原 爆 後 障 害 医 療 研 究 所

原 爆 ・ ヒ バ ク シ ャ 医 療 部 門 血 液 内 科 学 研 究 分 野

(原 研 内 科 )

 1 
 2 
 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 

http://www.editorialmanager.com/rinketsu/download.aspx?id=8883&guid=cc00d084-bdc5-43de-89b6-c6178ac98f2d&scheme=1


2 

S u c c e s s f u l  t r e a t m e n t  w i t h  a  c o m b i n a t i o n  t h e r a p y  o f

l e n a l i d o m i d e  a n d  d e x a m e t h a s o n e  f o r  m u l t i p l e

m y e l o m a  w i t h  c r y o g l o b u l i n e m i a .

H i r o a k i  Ta n i g u c h i ,  Yo s h i t a k a  I m a i z u m i ,  J u n y a

M a k i y a m a ,  K o j i  A n d o ,  Y a s u s h i  S a w a y a m a ,  D a i s u k e

I m a n i s h i ,  J u n  Ta g u c h i ,  H i d e k i  Ts u s h i m a ,  To m o k o

H a t a ,  Y a s u s h i  M i y a z a k i

D e p a r t m e n t  o f  H e m a t o l o g y ,  A t o m i c  B o m b  D i s e a s e

a n d  H i b a k u s h a  M e d i c i n e  U n i t ,  A t o m i c  B o m b  D i s e a s e

I n s t i t u t e ,  N a g a s a k i  U n i v e r s i t y

C o r r e s p o n d i n g  a u t h o r ： 今 泉 芳 孝

住 所 ： 〒 8 5 2 - 8 5 2 3 長 崎 県 長 崎 市 坂 本 1 丁 目 1 2 番 4 号

長 崎 大 学 原 爆 後 障 害 医 療 研 究 所 原 爆 ・ ヒ バ ク シ ャ 医

療 部 門 血 液 内 科 学 研 究 分 野 (原 研 内 科 )

T E L / F A X :  0 9 5 - 8 1 9 - 7 1 1 1 / 7 1 1 3

E - m a i l :  y - i m a i z m @ n a g a s a k i - u . a c . j p

 1 
 2 
 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 



3 

和 文 抄 録

ク リ オ グ ロ ブ リ ン 血 症 ( C g ) を 合 併 し た 多 発 性 骨 髄 腫

( M M ) に 対 す る 標 準 治 療 は 確 立 し て い な い 。今 回 レ ナ リ

ド ミ ド と デ キ サ メ サ ゾ ン の 併 用 療 法 ( L d 療 法 ) が 有 効

で あ っ た 症 例 を 経 験 し た 。 症 例 は 7 6 歳 、 女 性 。 主 訴

は 右 踵 部 の 皮 膚 潰 瘍 、 四 肢 の 疼 痛 と し び れ で あ っ た 。

2 0 年 前 に C g 併 発 M M と 診 断 さ れ た 。 以 降 M M に 対 し

て は 従 来 の 抗 癌 剤 治 療 、 そ し て C g 関 連 症 状 に 対 し て

は 血 漿 交 換 療 法 な ど 行 わ れ て い た が 、 C g 関 連 症 状 の

コ ン ト ロ ー ル が 困 難 と な り 治 療 目 的 で 入 院 と な っ た 。

入 院 後 、血 漿 交 換 療 法 を 施 行 し 血 清 ク リ オ グ ロ ブ リ ン

値 は 減 少 し た が 、皮 膚 症 状 の 改 善 は 認 め な か っ た 。 L d

療 法 を 開 始 後 、血 清 M 蛋 白 と ク リ オ グ ロ ブ リ ン 値 の 減

少 と と も に 皮 膚 潰 瘍 、し び れ 、そ し て 疼 痛 も 軽 快 し た 。 

緒 言

ク リ オ グ ロ ブ リ ン 血 症 ( C g ) は ク リ オ グ ロ ブ リ ン

( C G ) に よ り 血 管 炎 や 過 粘 稠 症 候 群 を 起 こ す 病 態 で あ

る 1 ) 。 I 型 ク リ オ グ ロ ブ リ ン 血 症 は 全 ク リ オ グ ロ ブ リ

ン 血 症 の 1 0 - 1 5 % を 占 め 、 そ の 原 疾 患 と し て 多 発 性 骨
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髄 腫 ( M M ) や 原 発 性 マ ク ロ グ ロ ブ リ ン 血 症 が 知 ら れ て

い る 2 , 3 ) 。 I g G 型 M M の 約 1 0 % に C G が 検 出 さ れ 、 一

方 で そ の う ち C g 関 連 症 状 を 呈 す る の は ご く 少 数 で あ

っ た こ と が 報 告 さ れ て い る 4 ) 。 ま た 、 新 規 発 症 M M 症

例 の う ち 2 % で ク リ オ グ ロ ブ リ ン が 検 出 さ れ た と す る

報 告 も あ る 5 ) 。C g を 合 併 し た M M に 対 し て は C g に 対

す る 血 漿 交 換 療 法 や M M の 治 療 に 準 じ た 化 学 療 法 が 施

行 さ れ る が 、 標 準 治 療 は 確 立 し て い な い 。 今 回 、 C g

を 合 併 し た M M に 対 し て 、レ ナ リ ド ミ ド 併 用 化 学 療 法

が 有 効 で あ っ た 症 例 を 経 験 し た 。

症 例

患 者 ： 7 6 歳 、 女 性 。

主 訴 ： 右 踵 部 の 皮 膚 潰 瘍 、 四 肢 の 疼 痛 と し び れ

現 病 歴 ： 1 9 9 2 年 の 冬 季 に 左 第 一 趾 に 網 状 皮 斑 、 チ ア

ノ ー ゼ 、 し び れ が 出 現 し た 。 1 9 9 3 年 に 左 下 腿 の 皮 膚

潰 瘍 が 出 現 し た 。1 9 9 4 年 3 月 に 血 清 C G の 増 加 、そ し

て I g G - κ 型 の M 蛋 白 血 症 と 骨 髄 中 形 質 細 胞 の 増 加

( 8 . 4 % ) を 認 め 、 臨 床 的 に C g  を 併 発 し た M M  と 診 断 さ

れ た 。 染 色 体 異 常 は 認 め な か っ た 。

M M の 病 期 は I n t e r n a t i o n a l  S t a g i n g  S y s t e m ( I S S ) 1 、

D u r i e & S a l m o n ( D & S ) l A と 低 リ ス ク で あ っ た 。 M M に 対
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し て は P r e d n i s o l o n e ( P S L ) 5 m g / d a y を 開 始 さ れ た 。 C g

関 連 症 状 に 対 し て は 冬 季 の 増 悪 時 の み 抗 凝 固 療 法 で

加 療 さ れ て い た 。 2 0 0 0 年 の 夏 季 に 皮 膚 症 状 が 改 善 し

な い た め 同 年 1 1  月 に 当 科 に 初 回 入 院 し た 。 同 月 に 施

行 さ れ た 皮 膚 生 検  (右 足 外 顆  )の 病 理 所 見 で は 、 表 皮 に

過 角 化 を 認 め 、 真 皮 乳 頭 層 に 出 血 、 一 部 真 皮 上 層 に 浮

腫 、上 層 か ら 下 層 に か け て 血 管 周 囲 の リ ン パ 球 浸 潤 を

認 め る が 好 中 球 や 核 塵 は 認 め ず 、血 管 拡 張 や 血 管 内 や

そ の 周 囲 に 好 酸 性 に 染 ま る 硝 子 様 物 質 も 認 め な か っ

た 。C g  関 連 症 状 に 対 し て 血 漿 交 換 療 法 が 施 行 さ れ 、

C G は 1 . 0 g / d L か ら 0 . 3 g / d L に 減 少 し 、 皮 膚 症 状 は 軽

快 し た 。

M M に 対 し て は C y c l o p h o s p h a m i d e ( C P A ) 5 0 m g / d a y の

内 服 治 療 が 追 加 さ れ た 。 2 0 0 1 年 4 月 に 皮 膚 症 状 が 増

悪 し た た め C P A を 中 止 し 、 M e l p h a l a n ( M E L ) 2 m g / d a y

に 変 更 さ れ た 。し か し 皮 膚 症 状 の 改 善 が 乏 し か っ た た

め 、血 漿 交 換 療 法 を 行 っ た と こ ろ 皮 膚 症 状 は 軽 快 し た 。

そ の 後 M E L に よ る 汎 血 球 減 少 を 認 め た た め 同 薬 を 中

止 し 、P S L 5 m g / 日 の み 継 続 し た 。2 0 0 2 年 3 月 か ら 2 0 0 3

年 7 月 ま で C g に 対 し て A z a t h i o p r i n e ( A Z A ) 5 0 m g / 日 の

内 服 治 療 を 行 っ た が 、冬 季 に 皮 膚 症 状 の 増 悪 を 認 め 血

漿 交 換 療 法 を 適 宜 行 っ て い た 。 M M の 病 勢 は s t a b l e

d i s e a s e  ( S D ) で あ っ た が 下 肢 の 潰 瘍 病 変 の 増 悪 を 認 め

た た め 、 2 0 0 9 年 1 1 月 よ り M P 療 法 ( M E L 6 m g / b o d y と

P S L 6 0 m g / b o d y を 1 ヶ 月 毎 に 4 日 間 内 服 ) を 開 始 し た 。

M P 療 法 で M M の 病 勢 は S D を 維 持 し て い た が 、3 コ ー

ス 後 よ り M E L の 有 害 事 象 と 考 え ら れ る 体 幹 の 疼 痛
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( M E L の 内 服 中 に 悪 化 し 、 内 服 後 は 徐 々 に 軽 快 ) が 出 現 し 

た た め 、 同 年  5 月 の  6 コ ー ス 目 で 中 断 し た 。 そ の 後は 

P S L 5 m g / 日 の 内 服 を 行 い な が ら 、皮 膚 症 状 の 再 燃 時に は 

血 漿 交 換 療 法 で 対 処 さ れ て い た が そ の 効 果  は 一 時 的

な も の  で あ っ た ( F i g . 3 ) 。 2 0 1 2  年 7 月 頃 よ り  血 清 M 蛋 

白 の 増 加 を 伴 い 、 右  踵 部 の 潰 瘍 、 両 踵 部 疼 痛 と しび れ の 

増 強 を 認 め た た め  9 月 に 当 科  入 院 と な っ た 。 

入 院 時 現 症： P e r f o r m a n c e  s t a t u s  1 、身 長 1 5 3 . 4 c m 、

6 6 . 6 k g 。 意 識 清 明 、 体 温 3 6 . 8℃ 、 血 圧 1 3 8 / 8 8 m m H g 、

脈 拍 8 8 / 分 ( 整 ) 、 酸 素 飽 和 度 9 9 % ( r o o m  a i r ) 。 頭 頚 部 ：

眼 瞼 結 膜 に 貧 血 な し 、 眼 球 結 膜 に 黄 疸 な し 。 胸 部 ： 心

音 、呼 吸 音 と も に 異 常 な し 。腹 部：肝 脾 は 触 知 し な い 。

四 肢 ： 軽 度 の 下 肢 浮 腫 あ り 。 皮 膚 ( F i g . 1 )： 両 下 肢 に 網

状 皮 斑 に よ る 色 素 沈 着 ( ○ ) あ り 、 右 踵 部 に 多 発 潰 瘍

( → )あ り 。

入 院 時 検 査 ( Ta b l e . 1 ) : 血 算 で は 好 中 球 増 加 、 正 球 性

貧 血 を 認 め た 。 ま た 末 梢 血 ス メ ア で 、 ク リ オ グ ロ ブ リ

ン と 考 え ら れ る 無 構 造 物 を 認 め た ( 図 示 な し ) 。 生 化 学

検 査 で は 総 蛋 白 高 値 、 ア ル ブ ミ ン 軽 度 低 下 、 ク リ オ グ

ロ ブ リ ン 高 値 を 認 め た 。 腎 機 能 は 正 常 で あ っ た 。 免 疫

血 清 学 的 検 査 で は 、 蛋 白 分 画 で γ - G 分 画 高 値 、 I g G 高

値 、 β 2 M G 高 値 を 認 め た 。 ま た 鉄 欠 乏 性 貧 血 の 所 見 を
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認 め た が 、 消 化 管 出 血 は 認 め ず 原 因 不 明 で あ っ た 。 抗

H C V 抗 体 は 陰 性 で あ っ た 。血 清 処 理 後 の ク リ オ グ ロ ブ

リ ン の 免 疫 電 気 泳 動 検 査 所 見 は I g G - κ 型 ( F i g . 2 ) で あ っ

た 。尿 中 M 蛋 白 は 陰 性 で あ っ た 。骨 髄 検 査 所 見 は 有 核

細 胞 数 2 6 7 0 0 0 / μ L と 正 形 成 で 、 骨 髄 腫 細 胞 を 2 9 . 4 %

認 め た ( 図 示 な し F i g . 3 ) 。 骨 髄 の 染 色 体 は 正 常 核 型 で

あ っ た 。 F I S H 法 に よ る 検 査 は 行 わ な か っ た 。 電 気 生

理 学 的 検 査 で は 明 ら か な 末 梢 神 経 障 害 を 示 唆 す る 所

見 は 認 め な か っ た 。 ま た M M の 骨 病 変 は 認 め ら れ な か

っ た 。

入 院 後 経 過 ( F i g . 4 ) ： C g 関 連 皮 膚 症 状 の 増 悪 に 対 し

て 血 漿 交 換 療 法 を 3 回 施 行 後 、 C G は 2 . 1 g / d L か ら

1 . 1 g / d L ま で 減 少 し た が 皮 膚 症 状 の 改 善 は 認 め な か っ

た 。再 発 難 治 性 M M に 対 す る 化 学 療 法 が 必 要 と 判 断 し 、

2 0 1 2 年 1 0 月 よ り レ ナ リ ド ミ ド ( L e n ) 2 5 m g / 日 ( 2 1 日 間 )

と デ キ サ メ サ ゾ ン ( D e x ) 2 0 m g ( 週 1 回 ) の 併 用 療 法 ( L d

療 法 ) を 開 始 し た 。 L d 療 法 2 コ ー ス 施 行 後 に は 右 踵 部

潰 瘍 の 改 善 傾 向 を 認 め 、 し び れ や 疼 痛 も 軽 快 し た 。 血

清 M 蛋 白 と C G も 減 少 を 認 め た 。 感 染 症 の た め L d 療

法 5 コ ー ス 目 の 開 始 を 延 期 し た 際 に 下 肢 疼 痛 の 再 燃 を
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認 め た が 、 治 療 開 始 後 に は 消 失 し た 。 M M は 6 コ ー ス

後 に は 部 分 寛 解 と な っ た 。末 梢 神 経 障 害 の 増 悪 は 認 め

ず 、 血 液 毒 性 も 軽 度 で あ っ た 。 イ ン ス リ ン 治 療 を 要 す

る 高 血 糖 を 認 め た た め D e x を 適 宜 減 量 し た 。化 学 療 法

前 よ り 内 服 し て い た P S L は 0 . 5 m g / 日 ま で 漸 減 し た 。

2 0 1 3 年 1 2 月 の 時 点 で L d 療 法 を 1 4 コ ー ス 施 行 し 、冬

季 に も 皮 膚 症 状 の 増 悪 は な く 、 C g 併 発 M M の 再 燃 を

認 め て い な い 。

考 察

C g 併 発 M M は 少 数 の 報 告 例 を 認 め る の み で 、 そ の

至 適 治 療 法 は 確 立 し て い な い 。 本 症 例 で は C g 関 連 症

状 で あ る し び れ を 認 め て い た た め 、末 梢 神 経 障 害 の 発

現 率 が サ リ ド マ イ ド ( T h a l ) や ボ ル テ ゾ ミ ブ ( B o r ) よ り

低 い L e n を 救 援 治 療 と し て 選 択 し た 6 ) 。 B o r は 皮 下 注

射 で 末 梢 神 経 障 害 の リ ス ク が 静 注 と 比 較 し て 軽 減 で

き る も の の 、 や は り T h a l や L e n と 比 較 す る と そ の 頻

度 は 高 い た め 、 C g 関 連 症 状 と し て し び れ や 疼 痛 な ど

が あ る 症 例 で は L e n が 使 用 し や す い 可 能 性 が あ る 7 ) 。 

P a y e t ら は 7 例 の l 型 C g 併 発 M M を 報 告 し て い る 。
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7 例 中 6 例 が I g G 型 、 I S S  1 で 、 5 例 が D & S  l と 低 リ

ス ク の M M で あ っ た 。 そ し て そ の 5 例 の 低 リ ス ク M M

の 主 な 治 療 理 由 は 皮 膚 症 状 、 関 節 症 状 、 腎 障 害 そ し て

神 経 症 状 と い っ た C g 関 連 症 状 の 増 悪 で あ っ た 8 ) 。 本

症 例 も M M は 低 リ ス ク で あ っ た が 、 C g に よ る 皮 膚 症

状 や 関 節 症 状 を 認 め A D L が 低 下 し て い た こ と 、対 症 療

法 や 血 漿 交 換 で は 症 状 の コ ン ト ロ ー ル が 困 難 で あ っ

た こ と か ら 、 M M に 対 す る 治 療 が 必 要 と 判 断 し た 。

C g 併 発 M M の 治 療 戦 略 に 関 し て 、 C g 関 連 症 状 が 急

速 な 進 行 や 重 症 化 を 認 め た 場 合 は 、 C G の 減 少 と 症 状

を 緩 和 さ せ る 目 的 で 血 漿 交 換 療 法 を 施 行 す る こ と が

推 奨 さ れ る 9 ,  1 0 ) 。 P a y e t ら は 、 重 篤 な C g 関 連 症 状 に

対 し て 血 漿 交 換 療 法 を 施 行 し C G を あ る 程 度 減 少 さ せ

た 後 に 化 学 療 法 を 行 っ た こ と が そ の 有 効 性 を 高 め た

要 因 と し て 報 告 し て い た 。本 症 例 で も 化 学 療 法 前 に 血

漿 交 換 療 法 を 施 行 し た こ と が L d 療 法 の 有 効 性 を 高 め 、

さ ら に は 末 梢 神 経 障 害 増 悪 の リ ス ク を 減 少 さ せ る こ

と に 寄 与 し た こ と が 示 唆 さ れ た 。一 方 で 血 漿 交 換 療 法

の 効 果 は 一 時 的 で あ る た め 、 C g 関 連 症 状 の 再 燃 を 防

ぐ た め に は M M の 病 勢 を 抑 え る こ と が 重 要 で あ る 。C g
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関 連 症 状 に 対 し て P S L 、 C P A そ し て A Z A に よ る 免 疫

抑 制 療 法 が 行 わ れ る こ と も あ る が 、確 立 さ れ た 治 療 法

で は な い 1 1 ) 。 本 症 例 で は 免 疫 抑 制 療 法 は 無 効 で あ っ

た 。 M P 療 法 は 本 症 例 の M M に 対 し て は 一 定 の 効 果 を

認 め た が 、 C g 関 連 症 状 の 再 燃 は 予 防 で き な か っ た 。

C g 併 発 M M に 対 し て 、 M P 療 法 は 新 規 治 療 薬 と 比 較 し

て 有 効 性 は 乏 し い と 考 え ら れ る 1 2 - 1 4 ) 。

C g 併 発 M M に 対 し て 、B o r が 有 効 で あ っ た 症 例 の 報

告 は 散 見 さ れ る 1 2 ,  1 5 ) 。 一 方 、 L e n が 有 効 で あ っ た 症

例 は P a y e t ら が 報 告 し た 7 例 の う ち の 2 例 の み で あ っ

た 。そ の う ち 1 例 は L e n 単 剤 治 療 後 に 自 家 末 梢 血 幹 細

胞 移 植 を 施 行 し 良 好 な 経 過 と な っ た 若 年 症 例 で あ っ

た 。 一 方 、 残 り の 1 例 は B o r ,  L e n そ し て D e x の 3 剤

併 用 療 法 が 無 効 で あ っ た 後 、L e n と D e x に ド キ ソ ル ビ

シ ン ( D X R ) を 併 用 し た 治 療 で 良 好 な 反 応 が 得 ら れ て い

た 。 今 回 我 々 は 、 移 植 非 適 応 症 例 の C g 併 発 M M に 対

し て L e n と D e x の 併 用 療 法 が 有 効 で あ っ た 症 例 を 初 め

て 報 告 し た 。 C g 併 発 M M は 稀 な 病 態 で あ り 、 さ ら な

る 症 例 の 集 積 に よ る 至 適 治 療 法 の 検 討 が 必 要 で あ る 。 
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結 語

l 型 C g を 併 発 し た M M に 対 し て 、L e n と D e x の 併 用

療 法 が 有 効 で あ っ た 症 例 を 経 験 し た 。従 来 の 化 学 療 法

で C g の コ ン ト ロ ー ル が 困 難 で あ っ た 場 合 、 L e n 併 用

化 学 療 法 が 治 療 法 の 選 択 肢 の 一 つ と な る こ と が 示 唆

さ れ た 。
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H a t a ,  Y a s u s h i  M i y a z a k i

D e p a r t m e n t  o f  H e m a t o l o g y ,  A t o m i c  B o m b  D i s e a s e  a n d

H i b a k u s h a  M e d i c i n e  U n i t ,  A t o m i c  B o m b  D i s e a s e

I n s t i t u t e ,  N a g a s a k i  U n i v e r s i t y

C r y o g l o b u l i n e m i a ( C g )  i n  m u l t i p l e  m y e l o m a ( M M )  i s

r a r e  a n d  t h e  s t a n d a r d  t r e a t m e n t  i s  y e t  t o  b e

e s t a b l i s h e d .  H e r e ,  w e  r e p o r t  a  c a s e  o f  M M  w i t h  C g ,

s u c c e s s f u l l y  t r e a t e d  w i t h  a  c o m b i n a t i o n  t h e r a p y  o f

l e n a l i d o m i d e  a n d  d e x a m e t h a s o n e .  A  7 6 - y e a r - o l d

w o m a n  s u f f e r i n g  f r o m  s k i n  u l c e r a t i o n s ,  e x t r e m i t y

p a i n  a n d  p e r i p h e r a l  n e u r o p a t h y  w a s  d i a g n o s e d  a s
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I g G - k a p p a  M M  w i t h  C g  i n  1 9 9 2 .  S h e  i n t e r m i t t e n t l y

r e c e i v e d  t r e a t m e n t s  w i t h  c o n v e n t i o n a l  c h e m o t h e r a p y ,

i m m u n o s u p p r e s s a n t  a n d  p l a s m a  e x c h a n g e .  D e s p i t e

t h e s e  t r e a t m e n t s ,  C g - r e l a t e d  s y m p t o m s  e v e n t u a l l y

b e c a m e  u n c o n t r o l l a b l e .  S h e  a d m i t t e d  t o  o u r  h o s p i t a l

i n  2 0 1 2  b e c a u s e  o f  d e t e r i o r a t i n g  s k i n  s y m p t o m s  i n

b o t h  a n k l e s .  P l a s m a p h e r e s i s  w a s  p r o v e d  i n e f f e c t i v e .

I m p r o v e m e n t  o f  s k i n  u l c e r a t i o n s  a n d  n u m b n e s s  w a s

a c h i e v e d  w i t h  a d m i n i s t r a t i o n  o f  l e n a l i d o m i d e  a t  2 5

m g  d a i l y  w i t h  w e e k l y  d e x a m e t h a s o n e ,  w h i c h  a l s o

r e s u l t e d  i n  d e c r e a s e d  l e v e l  o f  c r y o g l o b u l i n .  T h i s

s u g g e s t  t h a t  l e n a l i d o m i d e  p l u s  d e x a m e t h a s o n e  i s  a

p r o m i s i n g  t r e a t m e n t  f o r  M M  p a t i e n t s  w i t h  C g .
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Figure 1 

Feet of the patient. 

Shown are pigmentation by livedo of the lower limb 

(left; circles) and multiple skin ulcerations with severe 

pain of the right ankle (right; arrows). 

http://www.editorialmanager.com/rinketsu/download.aspx?id=8884&guid=c7ae011d-2524-45d9-bc72-90dc0dcdf73c&scheme=1
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Figure 2 

Immunoelectrophoresis of the isolated cryoglobulins. 

On immunoelectrophoresis, cryoglobulins contained monoclonal IgG-κ proteins (  ). 



Figure 3  

Clinical course of the patient before admission. 
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Figure 4 Clinical course of the patient after admission. 

After 2C. After 5C. After 1C. 

Skin ulcerations, pain and  

numbness was getting  

improved. 

After starting therapy,  

no reccurence of Cg. related 

skin symptoms in winter. 
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TP 

Alb 

T.bil 

AST 

ALT 

ALP 

γ-GTP 

LDH 

BUN 

Cr 

Na 

K 

Cl 

Ca 

CRP 

UA 

Glu 

CG 

8.5 g/dl 

3.8 g/dl 

0.6 mg/dl 

17 U/l 

20 U/l 

190 U/l 

21 U/l 

162 mg/dl 

19 mg/dl 

0.71 mg/dl 

138 mEq/l 

3.7 mEq/l 

107 mEq/l 

8.7 mg/dl 

0.43 mg/dl 

4.1 mg/dl 

124 mg/dl 

2.1 g/dl 

〈Complete blood count〉 

WBC 

 Neut 

 Lym 

 Mo 

RBC 

Hb 

Hct 

MCV 

Plt 

Ret 

8800/µl 

90.0% 

8.0% 

2.0% 

398✕104/µl

10.0g/dl 

33.5% 

84.2fl 

30.8 x104/µl 

1.67% 

Alb fr. 

α1-G fr. 

α2-G fr. 

β-G fr. 

γ-G fr.  

IgG 

IgA 

IgM 

β2-MG 

Fe 

Ferritin 

UIBC 

HCV-Ab 

51.7% 

2.6% 

8.5% 

7.4% 

29.8% 

2763mg/dl 

24mg/dl 

8.5mg/dl 

1.94mg/dl 

33µg/dl 

14ng/ml 

360µg/dl 

nega.C.O.I PT 

APTT 

Fib 

FDP 

92% 

24.4 sec 

336 mg/dl 

1.5 µg/ml 

〈Coagulation〉 

〈Biochemistry〉 〈Serological〉 

〈Bone marrow〉 

NCC 

M/E 

Plasma cell 

267000/µL 

1.59 

29.4% 

〈Urine〉 

Protein 

M-protein 

nega. 

nega. 

Table 1  The results of blood, urine and bone marrow examination on admission
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